
勅
修
百
丈
消
規
左
箙
二
十
一
巻
（
含
目
録
一
巻
）
は
妙
心
寺
塔
頭
龍
華
院
の
無
蒋
逆
忠
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
無
著
道
忠
は
承
雌

二
年
（
一
六
五
三
）
七
月
出
生
し
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
十
二
月
示
寂
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
常
時
は
江
戸
幕
府
の
政
策
に
左
右
さ
れ
て
椛
勢
に
お
も
ね
り
政
治
に
参
血
す
る
と
共
に
、
寺
院
法
度
を
作
ら
し
あ
一
て
、
之
に
反
く

老
は
厳
罰
に
庭
す
る
こ
と
典
し
た
。
こ
れ
は
一
面
に
は
封
錐
を
與
へ
て
恩
悪
を
施
す
と
同
時
に
、
他
面
法
度
を
以
て
自
由
を
束
縛
し
た
の

で
あ
る
。
乃
ち
大
徳
寺
、
妙
心
寺
に
於
て
も
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
五
ヶ
條
の
法
度
を
受
け
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
八
）
家
光
は
又
之
を
改

正
し
て
巌
重
の
度
を
加
え
る
な
ど
宗
開
の
腱
迫
干
渉
が
あ
っ
た
。
然
し
此
等
の
法
度
や
條
令
に
現
れ
た
る
一
つ
の
趣
意
は
、
學
問
即
ち
教

相
・
事
相
。
法
式
の
修
得
を
奨
勵
し
た
こ
と
で
、
家
康
の
階
級
秩
序
の
保
全
方
針
は
即
ち
封
建
耐
會
の
維
持
と
な
り
、
幡
侶
の
階
位
と
寺

格
の
昇
進
は
此
の
學
績
に
準
推
し
て
定
め
ら
れ
た
か
ら
、
諸
宗
は
相
常
の
發
展
を
見
る
に
至
っ
た
。

此
の
間
祁
宗
に
あ
っ
て
は
、
破
稚
派
下
の
脚
を
撃
揚
し
た
渡
来
僻
、
逝
考
超
元
（
喜
鐡
《
仁
秘
錘
に
紬
い
て
承
進
一
軍
（
一
六
誕
閥
）
来

日
し
た
隠
元
隆
碕
二
一
郵
越
型
は
沈
滞
し
て
い
た
教
界
に
非
常
な
刺
戟
を
典
え
、
臨
濟
・
市
日
洞
の
傑
悟
は
競
っ
て
之
に
馳
せ
、
教
學
の
振

勅
修
百
丈
沽
規
左
峨
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

一

五
七

勅
修
百
丈
清
規
左
鱗
の
研
究

大

石
守

雄
（
花

園
大

票
）



勅
修
汀
丈
油
規
左
触
の
研
光

（
大
石
守
雄
）

一

兀
八

典
に
大
な
る
影
響
が
あ
っ
た
。
又
そ
の
常
時
我
が
國
文
化
の
樋
は
、
明
剛
の
風
を
と
っ
て
い
た
馬
め
、
隠
元
の
純
粋
な
中
國
趣
味
と
文
型

と
は
一
朝
に
し
て
人
士
の
衆
目
を
曳
く
に
至
り
、
教
閣
内
外
の
人
左
に
も
崇
敬
の
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
又
柳
洞
に
於
て
も
月
舟
宗
胡

（
云
準
必
は
宗
門
の
雌
落
を
な
げ
き
宗
統
復
古
を
叫
び
、
》
て
の
弟
子
卍
川
道
白
こ
ぜ
一
二
岬
）
も
志
を
総
き
、
一
師
印
蔽
の
弧
脹
を
遺
憾

に
思
い
法
統
の
飢
脈
を
眼
正
し
て
、
伽
隙
法
と
人
法
の
匝
別
を
明
ら
か
に
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
瓜
に
臨
桝
に
在
っ
て
は
、
大
徳
寺

の
澤
推
宗
彰
こ
い
七
と
は
禁
中
、
雅
府
に
蹄
依
崇
丼
さ
れ
て
江
戸
に
東
海
寺
を
創
建
し
、
武
士
庶
比
に
教
化
し
た
。
次
い
で
妙
心
寺
の

大
恐
宗
築
二
封
邦
型
は
奇
行
を
好
み
皇
室
、
將
軍
の
問
法
延
見
に
北
〈
夕
派
一
れ
て
唯
じ
な
か
つ
一
た
。
更
に
股
堆
東
怖
二
一
郡
い
ユ
は
妙
心

寺
の
中
興
と
云
は
れ
、
皇
室
、
燕
府
に
出
入
り
し
て
蹄
依
鰐
く
、
越
後
よ
り
美
泄
、
伊
勢
、
蝋
後
地
方
に
教
線
を
伸
張
し
た
人
で
あ
る
。

こ
れ
に
紬
い
て
九
州
に
在
っ
て
刑
を
唱
え
、
一
派
の
和
岬
を
撃
げ
た
古
月
岬
材
二
捗
稚
幸
が
あ
る
。
一
方
白
憾
慈
慨
一
一
七
一
○
《

ヘ
一
六
一
天
一
は
万
話

岬
を
確
立
し
て
一
大
新
生
面
を
開
き
道
風
は
天
下
に
風
陳
し
て
、
禁
裡
よ
り
武
士
庶
民
に
至
る
迄
教
化
の
手
を
さ
し
の
。
へ
た
人
で
あ
る
。

、

一

一
、

『
△

《
、
／

こ
れ
と
共
に
撚
珪
、
氷
琢
二
詫
仁
二
は
獅
自
の
不
生
祁
を
唱
え
發
展
し
た
が
、
法
剛
な
く
一
代
に
絡
っ
た
。
又
卍
元
師
癖
堂
一
い
一
一
一
唾
は

延
賓
傳
燈
録
四
○
巻
並
に
本
朝
高
僻
傅
を
撰
述
し
て
一
六
六
二
人
の
岬
を
作
っ
て
脚
宗
史
上
異
彩
を
放
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
稗
じ
て
悪
府
の
官
學
と
し
て
採
川
さ
れ
た
儒
教
は
勿
論
の
こ
と
、
剛
學
、
脚
進
學
は
興
起
發
逹
に
作
っ
て
排
佛
諭
が
咄
え
ら
れ
、

儒
教
に
於
て
は
米
子
學
を
以
て
佛
教
を
攻
雌
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
叫
宋
代
の
儒
學
君
の
排
佛
諭
を
そ
の
ま
ふ
移
し
て
唱
え
て
勝
り

相
常
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
反
動
と
し
て
佛
教
革
新
運
動
が
起
り
、
特
に
戒
律
復
興
が
叫
ば
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

此
の
間
に
生
を
享
け
た
無
著
道
忠
は
、
宗
門
の
復
興
、
宗
義
附
明
に
畢
生
の
努
力
を
し
、
酒
々
た
る
時
代
の
潮
流
に
溺
れ
ず
名
利
を
拾

て
皇
粉
骨
砕
心
、
稗
門
典
録
の
述
作
及
び
註
疏
考
證
に
精
進
さ
れ
た
産
に
偉
大
な
面
目
を
窺
ふ
事
が
出
來
る
。

近
年
儒
者
佛
者
承
二
昇
平
之
間
暇
一
、
以
一
一
述
作
一
罐
二
鼓
干
朝
野
、
不
二
是
苦
海
之
波
潤
一
則
峨
媚
之
鴎
臭
也
、
希
一
膳
婚
一
者
、
遺
二
有
識
之
笑
一
、



望
一
砧
利
一
者
、
迷
到
惑
吟
世
焉
（
鵬
水
文
集
押
省
巻
二
）

來
教
帥
諭
、
唯
巨
知
一
垂
足
竪
指
之
爲
毒
道
、
不
し
知
飛
門
Ｉ
庭
施
ｌ
設
ｌ
祁
備
二
衆
格
一
之
訳
誠
如
二
高
議
一
焉
、
所
調
一
味
僻
底
之
一
一
方
便
一
也
、

巾
し
餘
慨
』
之
、
祁
道
蹄
し
地
、
今
時
之
所
吟
爲
』
垂
、
恐
非
二
古
之
足
、
今
時
之
所
し
爲
竪
、
恐
非
二
古
之
指
、
只
是
推
林
傳
群
不
藤
二
本
源
一
、
茄

不
』
擬
二
本
源
一
則
門
庭
施
設
亦
儲
一
陰
干
戯
諭
之
域
一
柔
、
護
法
大
士
至
一
於
斯
一
可
し
不
一
鴫
咽
悲
一
泣
耶
耐
水
文
集
押
省
巻
三

と
あ
る
如
く
、
常
時
の
抑
僻
は
翠
げ
て
臓
逝
に
趣
き
俗
儒
に
伍
し
て
沽
利
の
爲
の
典
録
の
誰
學
を
事
と
し
、
且
つ
一
そ
の
生
命
た
る
宗
旨
の

木
願
を
忘
却
し
、
空
し
く
平
安
の
夢
を
負
っ
て
自
家
裡
の
寶
玉
を
清
る
者
少
な
き
時
弊
を
汚
破
し
て
、
布
も
本
源
に
擦
ら
す
ん
ば
門
庭
の

施
設
も
亦
戯
論
の
域
に
栫
墜
す
と
述
べ
ら
れ
た
虚
に
無
著
道
忠
が
畢
生
の
努
力
を
慨
注
せ
し
め
た
宗
義
Ⅲ
明
へ
の
根
本
思
想
が
開
示
き
れ

②
３

醐

更
に
無
著
道
忠
の
行
實
年
誹
は
村
田
無
逆
氏
、
南
川
宗
謙
氏
、
飯
田
利
行
氏
等
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
葆
雨

和
尚
（
無
著
は
葆
雨
堂
と
稲
す
）
自
撰
書
目
録
に
は
一
八
○
部
六
六
一
巻
と
記
し
て
い
る
。
此
の
自
撰
書
の
分
顛
に
は
村
田
無
逆
氏
は
注

繰
瀬
五
四
種
二
二
一
巻
、
考
證
類
一
六
種
五
五
巻
、
雑
蟇
類
二
六
種
一
九
五
巻
、
消
規
類
二
種
六
巻
、
史
傳
独
一
二
種
二
三
巻
、
語
録
麺

二
種
五
巻
、
詩
文
麺
二
四
種
七
五
巻
、
雑
類
四
六
種
八
一
巻
と
し
て
い
る
。
又
南
川
宗
誰
氏
は
註
疏
類
五
七
種
一
二
五
巻
、
考
誰
狐
八
一

巻
、
史
傳
如
一
三
種
二
六
巻
、
語
録
類
二
種
五
巻
、
詩
文
類
二
七
種
七
九
巻
と
稿
本
、
未
完
本
を
含
め
て
合
計
二
○
九
種
七
二
一
巻
と
し

て
い
る
。
飯
田
利
行
氏
は
脚
學
類
六
七
種
一
五
三
巻
、
佛
教
學
類
七
一
種
二
三
○
巻
、
國
學
類
二
種
一
三
巻
、
支
那
學
類
一
七
種
二
五

巻
、
詩
文
類
三
四
種
一
○
六
巻
、
酢
書
類
二
八
種
六
九
巻
、
雑
類
四
六
種
一
四
六
巻
、
で
合
計
二
五
種
八
七
三
巻
と
な
っ
て
い
る
。
又
現

存
書
一
五
六
種
を
翠
げ
て
い
る
。

次
い
で
道
忠
は
天
和
四
年
（
貞
享
と
改
元
。
王
ハ
八
四
）
十
二
月
「
小
叢
林
略
清
規
」
三
巻
を
撰
し
た
。
巻
首
を
見
る
に
、

勅
修
百
丈
清
規
左
鱗
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

一

五
九

て
い
る
。



』
風
享
二
年
（
一
六
八
五
）
州
二
歳
の
時
、
艘
規
口
實
一
巻
五
○
枚
を
撰
述
す
る
。
所
謂
相
國
寺
の
定
慧
同
明
國
帥
が
撰
し
た
も
の
で
、
相

國
寺
満
規
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
文
字
の
訓
謬
が
多
い
た
め
大
鑑
清
規
（
一
巻
、
大
鑑
清
拙
撰
）
や
、
鎌
倉
清
規
（
一
巻
、
撰
者
不
明
）
や
、
祁

林
備
用
清
規
（
十
巻
、
弍
成
澤
山
撰
）
等
を
對
校
是
正
し
て
之
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

元
職
四
年
（
一
六
九
三
、
州
九
歳
の
時
、
妙
心
寺
山
内
大
衆
の
爲
め
入
衆
日
用
清
規
（
無
量
宗
壽
撰
述
）
を
講
じ
ら
れ
た
。
元
除
十
二
年

（
一
七
○
○
）
四
八
歳
の
時
勅
修
百
丈
清
規
の
註
澤
を
完
了
、
こ
れ
が
勅
修
百
丈
清
規
左
燃
の
基
礎
と
な
る
の
で
あ
る
。
又
勅
修
百
丈
清
規

れ
た
。

（
一
七
○
○
）
四
八
歳

の
講
義
を
さ
れ
た
。

地
方
寺
院
の
用
う
る
に
便
に
し
て
、
〈

て
い
る
功
績
は
顯
著
な
も
の
が
あ
る
。

自
二
幼
歳
一
、
幸
雅
二
側
華
園
蕃
廉
一
、
目
一
一
選
負
婆
盛
規
一
、
復
躬
都
二
捧
茅
箔
之
襄
一
焉
。
迫
蕾
緊
二
帖
草
畦
一
染
叩
指
五
味
一
、
百
城
老
宿
以
一
其
圓
上
－

國
來
一
爲
執
一
燗
干
威
儀
進
止
一
途
、
折
し
節
下
一
間
彼
混
洪
者
一
、
闘
恭
者
余
素
乏
二
背
記
一
、
毎
恐
所
し
答
謬
堀
部
盆
他
傷
一
焉
。
因
欲
下
作
二
一
小

冊
一
便
牢
於
酬
問
睾
也
。
適
會
一
法
兄
童
一
周
之
聚
幅
一
、
發
之
日
、
疵
』
余
造
二
小
清
規
一
、
且
詔
、
巨
雄
席
職
樂
牛
刀
耳
交
、
割
し
鶏
表
探
し
之
則
未
』

識
』
所
二
以
下
壱
手
也
、
余
笑
日
、
非
蒋
拝
二
兄
之
命
一
、
亦
吾
素
蓄
也
。
遂
折
二
衷
小
刹
所
宣
し
行
者
一
、
名
日
二
小
叢
林
略
浦
規
一
。
麓
吟
之
爲
四
、

一
通
用
、
二
日
分
、
三
月
分
、
四
臨
時
。
所
訓
不
』
壌
一
蕾
坊
而
止
一
敗
者
一
也
…
…

と
序
文
に
あ
る
如
く
、
道
忠
が
諸
方
歴
参
に
際
し
て
本
山
の
威
儀
進
止
を
尋
ね
ら
れ
る
と
と
多
く
、
地
方
よ
り
本
山
に
登
り
し
僻
に
も
質

問
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
然
も
之
に
答
え
る
に
謬
り
を
教
え
、
却
っ
て
傷
を
増
す
事
を
咄
れ
て
此
の
書
物
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
一
般

地
方
寺
院
の
用
う
る
に
便
に
し
て
、
今
日
と
雌
も
必
歩
各
寺
に
一
部
を
備
え
て
い
る
。
現
在
の
法
儀
は
此
の
書
物
を
基
準
に
し
て
行
は
れ

寶
永
三
年
二
七
○
六
）
、
五
四
歳
の
時
、
龍
華
院
に
お
い
て
北
運
座
元
と
圓
位
侍
者
の
爲
め
勅
修
百
丈
清
規
内
の
日
用
規
範
を
講
じ
ら

勅
修
百
丈
清
規
左
腿
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

ユー

ノ､

○



と
自
信
滿
を
た
る
も
の
で
援
書
目
録
に
は
、
經
疏
八
七
種
律
九
種
、
論
一
三
種
、
漢
土
撰
述
經
律
論
五
五
種
、
僧
史
類
二
○
種
、
稗
史
一

九
種
、
稗
録
二
八
種
、
騨
文
五
二
種
、
傳
並
行
状
一
九
種
、
稗
集
五
一
種
、
清
規
三
○
種
、
外
典
に
し
て
經
に
属
す
る
も
の
易
詩
等
一

二
種
、
左
傳
宋
志
傳
等
史
類
三
七
種
、
子
類
五
種
、
集
に
属
す
る
竜
の
三
四
種
、
楪
類
一
九
四
種
、
和
圭
冒
四
種
合
計
七
七
五
種
の
書
物
を

考
證
し
て
い
る
の
を
以
て
し
て
も
其
の
努
力
の
絶
倫
な
る
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
此
著
が
完
成
し
た
所
以
を
次
の
如
く
云
っ
て

五
葉
結
レ
果
後
、
稟
一
承
祀
胤
者
、
多
附
居
律
寺
而
已
突
、
百
丈
和
尚
創
意
而
設
稗
眉
、
震
耀
儀
表
規
矩
一
、
以
謀
一
令
法
乃
住
一
、
乃
襯

有
一
師
徒
一
焉
、
有
一
堂
舍
焉
、
有
慰
則
一
焉
、
有
一
器
服
焉
、
以
義
定
し
名
。
諭
日
、
語
於
名
轌
名
於
義
陣
、
名
義
既
概
突
、
須
秀
是
紬
纒

其
義
一
、
而
發
軍
明
其
名
一
也
。

と
あ
る
如
く
、
道
忠
の
述
作
清
規
に
於
け
る
思
想
を
窺
い
得
る
。
即
ち
百
丈
の
意
を
假
り
て
宗
義
を
宣
明
し
、
令
法
の
久
住
を
計
り
宗
門

興
隆
を
期
さ
ん
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
、
六
四
歳
の
時
、
勅
修
百
丈
浦
規
の
註
解
の
筆
を
と
ら
れ
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
二
十
巻
成
る
。
こ
れ
を

勅
修
百
丈
清
規
左
縦
と
云
う
。
又
同
年
八
月
に
も
大
衆
の
爲
め
無
量
宗
壽
の
入
衆
日
用
清
規
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
、
六
九
歳
の
時
、
丹
波
龍
潔
寺
（
京
都
府
鋸
岡
巾
稗
田
野
）
に
於
て
大
衆
の
爲
の
勅
修
百
丈
清
規
を
講
じ
ら
れ
た
。

大
衆
と
共
に
起
居
す
る
こ
と
二
ヶ
月
間
（
二
月
三
日
開
講
四
月
二
○
日
講
散
）
そ
れ
に
先
立
ち
次
の
四
ヶ
條
の
誓
約
を
寺
の
門
前
に
貼
り

勅
修
百
丈
清
規
左
鵬
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

ニ
ハ
ー

い
デ
包
○

正
徳
五
年
（
一
七

大
凡
佛
教
儒
典
、

無
一
遺
漏
一
焉
・
・
毛 一
七
一
五
、
六
三
歳
の
時
、
年
末
に
脚
林
象
器
第
二
○
巻
を
脱
稿
さ
れ
る
。
序
文
に
見
る
に
、

典
、
諸
子
歴
史
、
詩
文
小
説
、
目
之
斫
及
、
意
駈
詣
、
遠
蒐
近
羅
、
或
對
剰
陽
、
或
挑
残
燈
一
、
多
累
歳
月
一
、
鞘
攝
彦



道
忠
白

右
の
科
約
よ
り
し
て
、
こ
の
講
會
が
如
何
に
風
刺
に
行
は
れ
た
か
が
察
せ
ら
れ
、
道
忠
の
學
風
は
あ
く
ま
で
名
利
を
厭
離
し
剛
健
中
正
局

潔
な
性
格
態
度
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

以
上
は
無
著
道
忠
の
生
涯
よ
り
清
規
に
開
係
あ
る
も
の
を
摘
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
ぼ
う
大
な
撰
述
書
目
よ
り
み
て
極
く
一
部
の

も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
法
式
が
小
叢
林
清
規
よ
り
出
て
い
る
時
我
々
は
決
し
て
ゆ
る
が
せ
に
出
來
な
い
も
の
が
あ
る
。

註
仙

左
醜
の
鯛
は
鵬
と
同
字
に
て
、
ツ
ノ
ギ
リ
、
ク
ジ
リ
、
童
子
の
伽
物
で
象
牙
で
作
り
先
を
と
が
ら
せ
て
角
の
様
に
し
た
も
の
、
紐
な
ど
の
結
び
Ⅱ

つ
け
た
。(5)（4）（3）（2）

一
、
不
許
方
來
相
看

只
要
略
二
世
情
、
・
養
二
活
靜
一
、
保
二
攝
衰
躯
一
、
成
二
辨
勝
會
一
幸
己
衆
悉

ミ マ ー：

不 不 不

接 受 納 科
客 檀 贄
訪 施 禮

村
田
無
道
氏
は
祁
林
象
器
圭
の
巻
尾
（
明
治
四
十
二
年
四
月
）

南
川
宗
識
氏
は
稗
學
研
究
一
六
號
（
昭
和
六
年
十
二
月
）
「
無
著
稗
帥
の
思
想
」
妙
心
寺
六
百
年
史
（
昭
和
十
年
四
月
）
四
五
五
頁

飯
田
利
行
氏
は
「
無
著
道
忠
」
（
昭
和
十
七
年
十
一
月
）

脚
學
研
究
四
五
號
（
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
）
拙
稿
「
大
鑑
消
規
の
研
究
」
参
照

を
解
く
に
用
い
る
の
意
。

勅
修
百
丈
清
規
左
鯆
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

約

道

一
」
、
二
→

’

一
ノ
’
一



勅
修
百
丈
清
規
は
至
元
四
年
（
一
三
三
△
に
上
巻
完
成
し
た
も
の
で
、
東
陽
徳
輝
・
笑
隠
大
訴
の
二
人
を
中
心
に
會
粋
参
同
し
て
集
大

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
穫
刻
は
古
鏡
明
千
が
文
和
五
年
（
二
一
五
八
）
の
四
巻
本
で
、
所
謂
五
山
版
と
云
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ⅷ

其
の
他
元
山
覆
刻
本
寛
永
六
年
（
エ
ハ
ニ
九
）
刊
本
、
萬
治
四
年
こ
さ
ハ
ー
）
刊
本
、
寛
文
四
年
（
ニ
ハ
六
四
）
刊
本
、
享
保
五
年
（
一
七
二
○
）

刊
本
、
寶
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
刊
本
等
が
あ
る
。
そ
の
註
解
本
は
日
本
に
於
て
は
雲
桃
紗
、
勅
修
百
丈
清
規
抄
、
勅
修
百
丈
消
規
左
鯆

の
三
つ
が
現
存
し
て
い
る
。
勅
修
百
丈
清
規
左
俄
の
叙
意
を
見
る
に
、

余
以
二
元
脈
十
三
年
庚
辰
一
、
任
随
二
衆
誌
、
講
一
説
此
書
、
春
正
月
十
七
日
閾
會
、
夏
四
月
初
二
日
敢
場
」
余
未
一
曾
恥
二
他
之
敷
演
一
、
復

非
雲
先
施
二
讃
研
磨
零
之
功
一
、
適
ぐ
當
一
斯
敦
請
一
、
黙
二
捻
始
絡
一
、
紗
二
録
繰
言
、
前
年
己
卯
、
冬
十
月
朔
、
從
事
、
翌
庚
辰
年
、
春
正
月
九
日
、

關
功
、
總
一
千
‐
一
言
六
十
紙
、
實
鍛
錬
日
淺
、
滝
武
才
疎
、
難
解
關
疑
、
峠
漏
俊
正
、
爾
後
十
七
年
、
正
徳
六
年
軌
申
志
蓉
侭
正
月

朔
、
把
二
蕾
真
一
、
二
佃
澗
、
至
一
享
保
三
年
戊
成
、
七
月
什
四
日
一
、
就
し
緒
、
題
日
左
箙
一
部
二
十
巻
、
紙
数
計
一
千
七
百
七
十
五
張
、

と
あ
る
如
く
、
大
衆
の
要
誌
に
よ
っ
て
元
脈
十
二
年
（
こ
く
九
九
）
の
参
十
月
よ
り
準
備
し
て
翌
年
の
正
月
九
日
に
準
備
完
了
し
、
正
月
十

七
日
よ
り
四
月
二
日
迄
勅
修
百
丈
清
規
の
講
演
が
行
は
れ
た
。
そ
れ
か
ら
十
七
年
の
正
徳
六
年
（
享
保
一
元
年
、
一
七
一
六
）
よ
り
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）
の
三
年
間
で
勅
修
百
丈
消
規
左
髄
一
○
巻
を
脱
稿
さ
れ
た
。
先
述
の
如
く
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
は
岬
林
象
器
簔
二
○
巻

を
完
成
し
、
又
享
保
五
年
（
一
七
二
○
）
に
は
勅
修
百
丈
清
規
の
覆
刻
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
叙
意
に
綾
い
て
、

○
世
所
二
刊
布
一
妙
本
、
録
二
雲
章
桃
源
之
講
説
一
、
故
有
題
二
雲
桃
紗
一
本
一
、
但
此
紗
、
引
二
本
擴
一
、
以
二
和
字
一
書
、
又
引
二
古
語
一
失
二
典
證
一
、

爲
レ
可
憾
焉
、
況
筆
誤
刀
訓
、
多
文
不
成
義
乎
、
雛
然
妙
中
、
容
レ
有
声
中
耀
諸
老
、
從
二
中
華
一
傳
來
、
口
授
事
迩
圭
、
故
實
不
恵
慶
之
害

勅
修
百
丈
浦
規
左
餓
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

三
〈
三

二



雲
桃
妙
の
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
は
雲
章
一
度
が
講
読
し
た
の
を
桃
源
瑞
仙
が
筆
録
し
た
も
の
で
、
和
語
本
に
な
っ
て
い
る
。
又
此
の
妙
の

中
に
中
巌
回
月
の
口
授
し
た
言
葉
が
入
っ
て
い
る
。
中
巖
圓
月
は
中
國
に
渡
っ
て
勅
修
百
丈
清
規
の
撰
者
東
陽
徳
輝
に
伽
法
し
た
人
で
、

延
文
四
年
（
二
一
五
八
）
に
萬
壽
寺
に
於
て
清
規
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
更
に
絞
い
て
、

○
余
今
解
二
此
書
、
累
翠
二
古
解
説
謬
者
一
、
而
斥
一
破
之
一
、
畢
二
支
離
者
一
、
判
二
決
之
一
、
兇
二
太
繁
梨
一
、
雛
然
、
若
径
畢
二
正
義
一
、
不
し
指
二

其
謬
一
、
則
或
有
し
人
』
執
他
以
爲
一
異
説
一
、
故
逐
一
畢
二
所
し
斥
義
、
不
顧
二
繁
雑
一
、

と
、
繁
雑
を
願
り
み
ず
詳
細
に
正
誤
を
判
決
し
よ
う
と
さ
れ
た
燗
眼
は
、
宗
義
の
閲
明
に
外
な
ら
な
い
と
思
う
。
次
ぎ
に
「
余
按
、
祁
林

清
規
者
、
佛
律
之
愛
也
、
云
々
」
と
し
て
澤
奪
成
道
よ
り
の
戒
律
を
筆
げ
戒
律
の
重
ん
す
べ
き
を
説
い
て
い
る
。

以
上
の
叙
意
に
綴
い
て
、
他
家
歴
代
編
修
と
し
て
僧
尼
軌
範
（
澤
道
安
撰
）
、
法
門
清
式
（
稗
道
安
撰
）
、
出
家
布
薩
法
（
普
照
撰
）
、
在
家
布

薩
儀
（
齊
交
宜
王
撰
）
、
浬
繋
茶
毘
儀
（
唐
不
窒
一
燕
撰
）
、
律
苑
事
規
（
省
悟
心
源
）
、
教
苑
清
規
（
目
慶
撰
）
、
臨
絡
行
儀
等
を
緊
げ
て
い
る
。

次
ぎ
に
稗
規
歴
代
編
修
と
し
て
、
百
丈
浦
規
を
最
初
に
記
し
て
、

百
丈
清
規
。
忠
日
、
今
此
稗
二
古
清
規
一
、
其
本
已
亡
、
雄
二
然
本
亡
一
、
今
所
吟
傳
諸
規
、
不
し
失
二
大
意
一
、
故
成
淳
清
規
序
日
、
叢
林
規
範
、

百
丈
大
智
抑
師
已
詳
、
但
時
代
寝
遠
、
後
人
有
し
従
簡
便
一
、
遂
至
一
一
循
習
一
、
雛
諸
方
或
有
二
不
同
一
、
然
亦
未
誕
嘗
違
二
其
大
節
一
也
。
忠
又
日
、

古
清
規
、
不
』
可
』
孜
一
書
成
之
年
一
、
今
以
爲
二
唐
徳
宗
貞
元
年
中
成
一
、

う

稗
門
正
統
四
鋤
八
曰
＄
一
兀
和
九
年
、
百
丈
始
立
稗
林
規
式
一
、
謂
一
之
清
規
一
、
封
是
歳
百
丈
卒
、

忠
日
、
蓋
正
統
本
意
、
在
し
記
二
其
入
滅
年
一
、
因
言
製
』
規
耳
、

不
黙
、
師
以
一
一
正
月
十
七
日
一
減
、
必
不
』
可
藝
是
年
、
作
二
清
規
一
、
故
未
』

也
、可

レ
爲
一
書
成
之
年
一
・

勅
修
百
丈
清
規
左
鵬
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

六

四



古
解
序
妙
轌
日
、
脚
苑
清
規
澤
引
一
舌
云
署
、
即
百
丈
古
浦
規
也

忠
日
、
古
消
規
已
亡
、
古
解
何
篠
、
知
二
其
古
清
規
一
耶

古
解
日
、
十
佛
名
、
在
二
古
清
規
一
。
又
云
、
念
訓
等
、
百
丈
之
所
し
定
也
、

忠
日
、
古
浦
規
已
亡
、
何
從
知
雲
十
佛
名
、
及
念
煎
、
在
一
其
中
一
耶
、
余
綱
接
淨
土
指
蹄
集
有
二
此
意
一
、
然
彼
是
偏
二
信
念
佛
一
者
、
假
二

重
於
百
丈
一
、
故
以
一
後
代
重
修
清
規
一
、
篤
一
百
丈
作
而
己
、
不
定
爲
證
、
麓
鱸
零
鉦
潔
鱸
、

と
あ
る
。
古
解
と
は
雲
桃
妙
の
こ
と
に
し
て
雲
桃
妙
の
批
謬
を
桔
正
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
の
割
註
に
つ
い
て
は
道
忠
の
随
筆
を
集
め
た

萬
里
砂
一
巻
の
中
に
大
佑
妄
議
一
百
丈
清
規
一
論
に
曰
く
、

淨
土
指
蹄
集
日
、
百
丈
大
智
脚
師
、
以
添
修
脚
之
人
、
附
二
居
律
寺
一
、
奈
師
徒
之
分
圭
、
是
建
一
立
叢
林
一
、
以
二
清
規
一
、
繩
』
之
、
自
彦
是
天
下

始
有
三
脚
居
一
、
凡
病
僧
危
鰐
、
集
衆
與
乏
念
訓
、
其
詞
日
、
諸
縁
未
霊
、
早
遂
二
輕
安
一
大
命
難
逃
、
径
生
二
安
養
、
其
爲
二
亡
僧
龍
前
念

訓
則
日
、
耐
超
二
淨
域
一
、
業
謝
塵
勢
一
、
蓮
開
二
上
品
之
花
、
佛
援
一
一
生
之
記
一
、
至
一
茶
毘
時
｝
、
資
二
助
往
生
一
、
津
二
迭
住
持
之
法
亦
然
一
、
此

法
戴
一
干
消
規
一
、
雛
叢
老
宿
、
道
眼
明
者
一
、
無
し
不
二
遵
之
而
行
、
故
知
合
一
五
家
之
宗
派
一
、
表
天
下
之
陣
僧
、
悟
與
二
未
悟
一
、
無
し
有
二
一
人
、

と
あ
る
如
く
、
道
忠
は
百
丈
の
古
浦
規
は
徳
宗
貞
元
年
中
に
出
來
た
も
の
で
あ
る
と
判
定
し
、
稗
門
正
統
を
反
駁
し
て
い
る
。
引
き
綾
き

茄
室
集
の
清
規
作
成
の
年
代
を
訂
正
し
、
景
徳
傳
燈
録
、
隣
燈
録
、
四
家
録
の
百
丈
寂
年
の
淡
り
を
指
抽
し
て
い
る
。
更
に
、
○
巳
下
斥
二

と
、
更
に
續
い
て
大
般
若
經
、
阿
彌
陀
經
、
灌
頂
往
生
十
方
淨
土
經
等
を
引
用
し
て
、
淨
土
指
歸
集
の
砒
誤
を
正
す
の
に
岬
の
念
佛
観
を

以
て
論
断
し
て
い
る
。
然
し
百
丈
古
清
規
に
極
樂
往
生
の
淨
土
教
的
な
も
の
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現
存
最

勅
修
百
丈
清
規
左
鰭
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

一
六
五

妄
説
一
と
し
て
、

不
し
生
二
淨
土
一
也
、
云
々



勅
修
百
丈
清
規
左
鯲
の
研
究

（
大
石
守
雄
）

一
六
六

古
の
清
規
と
云
は
れ
る
脚
苑
清
規
は
宋
代
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宋
代
は
脚
淨
双
修
の
色
彩
が
あ
り
又
、
拙
者
長
薦
宗
脈
も
祁
淨

一
致
を
唱
え
た
人
で
、
そ
れ
以
後
に
於
て
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。

百
丈
活
規
に
紬
い
て
祁
苑
清
規
（
長
蘆
宗
職
撰
）
、
入
衆
日
用
溝
規
（
無
量
宗
詳
撰
）
、
推
林
校
定
浦
規
（
后
湖
惟
勉
機
）
、
屏
朏
浦
規
（
未
詳
何

人
）
、
祁
林
術
川
消
規
（
澤
山
一
成
撰
）
、
村
寺
清
規
（
浩
寮
繼
洪
撰
）
、
幻
住
奄
清
規
（
中
米
川
本
撰
）
、
巷
中
須
知
（
巾
罪
明
本
枇
）
、
祁
苑
淌
規

總
要
（
淌
江
道
悉
撰
）
、
勅
修
百
丈
清
規
（
東
陽
徳
輝
笑
隠
大
訴
撰
）
、
奪
正
規
（
斑
浪
大
師
撰
）
、
の
中
國
に
於
て
編
纂
さ
れ
た
十
二
の
満
規
を
列

畢
し
て
い
る
。
日
本
編
修
浦
規
は
、
永
平
浦
規
（
永
平
道
元
撰
）
、
螢
山
清
規
（
螢
山
紹
逮
撰
）
、
大
鑑
浦
規
（
満
州
正
瀧
撰
）
、
大
鑑
小
浦
規
（
同

上
）
、
損
盆
沽
規
（
竺
仙
梵
仙
撰
）
、
栢
堂
清
規
、
清
規
要
綱
（
書
章
一
慶
撰
）
、
東
漸
略
清
規
（
東
漸
健
易
撰
）
、
清
規
略
要
、
鎌
倉
消
規
、
南
脚

規
式
、
天
龍
年
中
行
事
、
東
幅
浦
規
、
束
幅
緯
禮
、
叢
規
口
實
等
十
五
の
清
規
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
此
の
中
で
同
一
異
名
の
清
規
も
あ

り
、
散
快
し
て
見
な
い
も
の
も
あ
る
。

勅
修
浦
規
の
疏
解
及
び
流
布
講
説
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
最
初
に
義
堂
妙
、
雲
桃
妙
、
雪
嶺
紗
の
三
つ
を
翠
げ
て
い
る
が
、
雲
桃
紗
以

外
は
現
存
し
な
い
。
次
い
で
古
鏡
明
千
の
文
和
五
年
（
一
三
五
六
）
の
刊
行
よ
り
中
殿
圓
月
の
延
文
四
年
（
一
三
流
八
）
の
講
演
、
義
堂
の
至

徳
二
年
（
一
三
八
派
）
の
講
演
、
東
漸
健
易
、
雲
章
一
底
の
各
講
演
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

古
今
總
諭
が
綾
い
て
い
る
こ
れ
は
百
丈
傳
の
あ
る
文
献
即
ち
宋
高
僧
傳
の
百
丈
傳
、
編
年
通
論
、
課
門
正
統
、
侭
史
略
、
大
光
明
職
の

百
丈
傳
、
祁
林
寶
訓
、
幼
月
江
録
の
百
丈
の
賛
、
竹
窓
三
筆
等
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
剰
語
に
は
、
中
阿
含
經
、
羅
湖
野
録
、

僧
賓
傳
の
幅
昌
善
稗
師
傳
及
び
法
昌
遇
脚
師
傳
、
績
燈
録
の
法
印
禅
師
の
章
、
物
初
騰
語
の
笑
隠
堪
郡
師
の
行
状
、
竺
仙
梵
倦
の
健
長
録
、

束
幅
大
道
一
以
祁
師
行
壯
、
義
堂
日
工
集
、
雪
費
録
等
を
あ
げ
清
規
の
重
要
性
、
規
矩
の
嚴
粛
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

勅
修
百
丈
清
規
左
醗
の
本
文
に
引
用
さ
れ
た
文
献
を
摘
出
し
て
見
る
に
、
祁
學
關
係
の
文
献
は
二
八
九
種
に
て
語
録
類
は
一
二
六
、
清
規



類
が
二
九
と
な
っ
て
い
る
。
佛
教
學
關
係
の
文
献
は
一
八
四
種
で
内
、
經
典
が
五
三
数
え
ら
れ
る
。
其
の
他
、
中
國
關
係
の
文
献
及
び
誹

書
を
含
め
て
三
一
六
種
で
あ
る
。
合
計
七
八
九
種
の
文
献
を
引
用
し
て
註
解
本
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
筆
頭
に
中
國
關
係
の
文
献
に
次

い
で
脚
學
・
佛
教
學
と
な
る
が
、
私
が
此
の
文
献
よ
り
見
よ
う
と
す
る
目
的
は
消
規
は
、
佛
律
之
愛
也
と
云
っ
た
道
忠
の
言
華
よ
り
中
國

に
勃
興
し
た
那
宗
が
戒
律
を
ど
の
様
に
愛
化
さ
し
、
中
國
思
想
の
何
を
取
り
入
れ
て
清
規
と
し
た
か
を
見
た
い
と
思
っ
て
、
勅
修
百
丈
清

規
左
端
の
援
害
目
録
を
作
っ
て
見
た
。
然
し
不
充
分
な
爲
め
今
後
の
研
究
に
待
つ
わ
け
だ
が
、
大
磯
に
於
て
禮
記
、
易
經
、
論
語
、
詩
經

等
の
中
國
關
係
の
文
献
が
現
れ
て
來
た
。
又
佛
教
學
關
係
で
は
中
國
撰
述
の
經
典
及
び
訣
疏
が
五
九
数
え
ら
れ
る
。
然
し
浦
規
と
云
っ
て

も
生
活
規
範
で
あ
る
た
め
日
常
生
活
の
こ
と
故
、
中
國
の
風
習
、
慣
習
が
相
常
に
入
り
込
ん
で
居
る
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
道
忠
の
引
用
文

献
の
み
で
は
考
察
は
不
可
能
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
勅
修
百
丈
清
規
左
朧
に
つ
い
て
は
無
著
道
忠
の
絶
倫
の
糒
進
に
よ
っ
て
耐
林
象
器
簔
脱
稿
後
す
ぐ
草
稿
に
入
り
、
三
年
後
に
完
成

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
左
端
も
雲
桃
紗
、
勅
修
百
丈
浦
抄
等
の
註
解
本
に
鮫
べ
近
代
的
學
問
の
形
柵
を
と
ら
へ
、
繁
雑
を
顧
み
歩
正
確
を

期
し
た
鮎
に
、
更
に
此
の
左
鯆
が
基
本
と
な
っ
て
現
代
臨
濟
宗
の
法
儀
は
寅
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

註

(3)（2）（1）

印
度
學
佛
教
畢
研
究
五
巻
ノ
ー
號
（
昭
和
三
十
二
年
三
月
）
拙
稿
「
勅
修
百
丈
消
規
考
異
」

印
度
學
佛
教
學
研
究
四
巻
ノ
ー
號
（
昭
和
三
十
一
年
三
凡
）
拙
稲
「
雲
桃
紗
の
一
考
察
」

中
膿
自
歴
譜
又
は
空
華
日
工
集

勅
修
百
丈
消
規
左
鵬
の
川
究

（
大
石
守
雄
）

一
六
七


